
令和６年度 

１年 技術科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

材料と加工に関する技術 

・身の回りの製品に生かされて

いる材料の特性と材料に適した

加工方法について理解してい

る。 

・木材，金属，プラスチックなど

の特性と特性を生かした利用方

法について理解している。 

・身の回りの製品を丈夫にする

方法を調べる活動などを通し

て，構造と部材を丈夫にする方

法について理解している。 

・材料と加工の技術の概念につ

いて理解している。 

・製作に必要な図の描き方を理
解している。 

・製作に必要な図に表すことが

できる技能を身に付けている。 

情報の技術 

・情報の表現や記録ができる仕

組みを理解している。 

材料と加工に関する技術 

・材料と加工の技術に込めら

れた工夫を読み取り，「技術

の見方・考え方」に気付くこ

とができる。 

・構想に基づいて，製作の計

画を立てることができる力

を身に付けている。 

・材料と加工の技術の最適化

について考えている。 

情報の技術 

・情報の技術に込められた工

夫を読み取り，「技術の見方・

考え方」に気付くことができ

る。 

材料と加工に関する技術 

・主体的に材料と加工の技術

について考えようとしてい

る。 

・他者と協働して，粘り強く

取り組もうとしている。 

・自らの問題解決を振り返

り，よりよいものとなるよう

に改善・修正しようとしてい

る。 

・よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向けて，

材料と加工の技術を工夫し

創造しようとしている。 

情報の技術 

・主体的に情報の技術につい

て考えようとしている。 

評
価
方
法 

〇授業観察、定期考査、ワークシ

ート 

〇授業観察、ワークシート、

定期考査 

〇授業観察、ワークシート 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

 

 

 

 

 



令和６年度 

２年 技術科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

生物育成の技術 

・生物を育てる技術の目的につ

いて理解している。 

・動物を健康に育てるための技

術について理解している。 

情報の技術 

・情報の表現や記録ができる仕

組みを理解している。 

・情報のデジタル化の仕組み，デ

ジタル化の方法とデータ量の関

係について理解している。 

・双方向性のあるコンテンツの基

本的な仕組みを理解している。 

エネルギー変換の技術 

・生活や社会の中で利用されて

いるエネルギー変換の技術につ

いて理解している。 

・発電の仕組みと特徴について

理解している。 

・電源の種類と特徴や，送電・配

電の仕組みを理解している。 

・機械が運動を伝える仕組みに

ついて理解している。 

生物育成の技術 

・生物育成の技術に込められ

た工夫を読み取り，「技術の

見方・考え方」に気付くこと

ができる。 

・育成する作物に適した環境

条件について考えている。 

情報の技術 

・情報の技術に込められた工

夫を読み取り，「技術の見方・

考え方」に気付くことができ

る。 

 

エネルギー変換の技術 

・さまざまな発電方法に込め

られた技術の工夫について

考えている。 

・エネルギー変換の技術に込

められた工夫を読み取り，

「技術の見方・考え方」に気

付くことができる。 

生物育成の技術 

・主体的に生物育成の技術に

ついて考えようとしている。 

・他者と協働して，粘り強く

取り組もうとしている。 

情報の技術 

・主体的に情報の技術につい

て考えようとしている。 

エネルギー変換の技術 

・主体的にエネルギー変換の

技術について考えようとし

ている。 

・電気による事故を防ぐ方法

について考えている。 

・他者と協働して，粘り強く

取り組もうとしている。 

評
価
方
法 

〇授業観察、定期考査、ワークシ

ート 

〇授業観察、ワークシート、

定期考査 

〇授業観察、ワークシート 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

 

 

 



令和６年度 

３年 技術科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

エネルギー変換の技術 

・電気機器の安全な使い方につ

いて理解している。 

・機械の共通部品と保守点検の

大切さについて理解している。 

情報の技術 

・情報の特性を理解して，情報を

安全に利用することができる技

能を身に付けている。 

・情報セキュリティの基本的な

知識について理解している。・計

測・制御システムの基本的な構

成を理解している。 

・計測・制御システムにおけるプ

ログラムの役割を理解してい

る。 

・安全で適切なプログラムの制

作と動作の確認，デバッグがで

きる技能を身に付けている。 

 

エネルギー変換の技術 

・電気による事故を防ぐ方法

について考えている。 

・エネルギー変換の技術に込

められた工夫を読み取り，

「技術の見方・考え方」に気

付くことができる。 

情報の技術 

・情報の技術に込められた工

夫を読み取り，「技術の見方・

考え方」に気付くことができ

る。 

・「技術の見方・考え方」を働

かせて，問題を発見し，自分

なりの課題を設定する力を

身に付けている。 

・入出力されるデータの流れ

を基に，計測・制御システム

を構想する力を身に付けて

いる。 

・情報処理の手順を具体化す

る力を身に付けている。 

エネルギー変換の技術 

・他者と協働して，粘り強く

取り組もうとしている。 

・自らの問題解決を振り返

り，よりよいものとなるよう

に改善・修正しようとしてい

る。 

情報の技術 

・情報が社会に与える影響を

理解して，望ましい情報社会

のために取るべき態度を身

に付けようとしている。 

・情報の安全を確保するため

に必要な判断や対応をする

力を身に付けようとしてい

る。 

・主体的に情報の技術につい

て考えようとしている。 

・自分なりの新しい考え方や

捉え方によって，知的財産を

創造するとともに，他者のア

イディアを尊重し，それらを

保護・活用しようとしている。 

評
価
方
法 

〇授業観察、定期考査、ワークシ

ート 

〇授業観察、ワークシート、

定期考査 

〇授業観察、ワークシート 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ 

 

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

 

 

 



令和６年度. 

３年数学科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

［1 章 多項式］ 

単項式と多項式の乗法，多項式を単項式で割る除法の計

算をすることができたか。簡単な１次式の乗法の計算，

簡単な式の展開や因数分解をすることができたか。 

［2 章 平方根］ 

数の平方根の必要性と意味を理解できたか。数の平方根

をふくむ簡単な式の計算をすることができたか。 

［3 章 2 次方程式］ 

2次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解でき

たか。解の公式の意味を理解し，それを用いて2次方程

式を解くことができたか。因数分解を利用して2次方程

式を解くことができたか。 

［4 章 関数 y＝ax2］ 

関数 y＝ax2について理解し，表，式，グラフを用いて表

現したり，処理したりすることができたか。 

［5 章 相似な図形］ 

平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理

解できたか。相似な平面図形の相似比と面積比の関係に

ついて理解できたか。基本的な立体の相似の意味を理解

し，相似な立体の相似比と表面積の比や体積比の関係に

ついて理解できたか。 

［6 章 円］ 

円周角と中心角の関係の意味を理解し，大きさを求める

ことができたか。 

［7 章 三平方の定理］ 

三平方の定理の意味を理解し，直角三角形の辺の長さを

求めることができたか。 

［8 章 標本調査］ 

標本調査の必要性と意味を理解できたか。 

［1 章 多項式］ 

式の展開や因数分解する方法を考察し表現でき，

文字を用いた式を活用して数量及び数量の関係を

捉え説明できたか。 

［2 章 平方根］ 

数の平方根をふくむ式の計算の方法を考察し表現

でき，数の平方根を具体的な場面で活用できた

か。 

［3 章 2 次方程式］ 

平方根や因数分解の考えをもとにして，2次方程

式を解く方法を考察し表現でき，具体的な問題の

解決に2次方程式を活用し，解が適切であるかど

うかを判断できたか。 

［4 章 関数 y＝ax2］ 

関数y＝ax2について，変化や対応の特徴を見いだ

し，表，式，グラフを相互に関連付け，具体的な

事象を捉え，考察し表現できたか。 

［5 章 相似な図形］ 

三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な

性質を論理的に確かめることができたか。平行線

と線分の比についての性質を見いだし，それらを

確かめられ，相似な図形の性質を具体的な場面で

活用できたか。 

［6 章 円］ 

円周角と中心角の関係を見いだせ，具体的な場面

で活用できたか。 

［7 章 三平方の定理］ 

三平方の定理を見いだせ，具体的な場面で活用で

きたか。 

［8 章 標本調査］ 

標本調査の方法や結果を批判的に考察し表現で

き，簡単な場合について標本調査を行い，母集団

の傾向を推定し判断できたか。 

［1 章 多項式］ 

式の展開や因数分解をすることの必要性や意味を

考え，学んだことを生活や学習に生かそうとし，

問題解決の過程を振り返り検討しているか。 

［2 章 平方根］ 

数の平方根の必要性や意味を考え，学んだことを

生活や学習に生かそうとし，問題解決の過程を振

り返り検討しているか。 

［3 章 2 次方程式］ 

2 次方程式の必要性と意味を考え，学んだことを

生活や学習に生かそうとし，問題解決の過程を振

り返り検討しているか。 

［4 章 関数 y＝ax2］ 

関数 y＝ax2の必要性と意味を考え，学んだことを

生活や学習に生かそうとし，問題解決の過程を振

り返り検討しているか。 

［5 章 相似な図形］ 

図形の相似の意味，相似な図形の相似比と面積比

や体積比の関係を考え，学んだことを生活や学習

に生かそうとし，問題解決の過程を振り返り検討

しているか。 

［6 章 円］ 

円周角と中心角の関係を見いだそうとし，学んだ

ことを生活や学習に生かそうとし，問題解決の過

程を振り返り検討しているか。 

［7 章 三平方の定理］ 

三平方の定理を見いだそうとし，学んだことを生

活や学習に生かそうとし，問題解決の過程を振り

返り検討しているか。 

［8 章 標本調査］ 

標本調査の必要性と意味を考え，学んだことを生

活や学習に生かそうとし，問題解決の過程を振り

返り検討しているか。 

評
価
方
法 

・授業観察 

・ワークシートの記入、提出状況 

・定期考査 

・小テスト 

・レポート 

・授業観察 

・ワークシートの記入、提出状況 

・定期考査 

・小テスト 

・レポート 

・授業観察 

・ワークシートの記入、提出状況 

・レポート 

・ワークの取り組み 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

記入例 

カッティングポイントは、変更しない。学校で統一しています。 

生徒が、どのように取り組んでいるか、どのように取り組もうとしているか。 

（主語は【生徒が】「・・・・している。・・・・しようとする。」と書く。） 

具体的に、どのような事で評価を行うのか。 

評価資料などを書く。 



 


